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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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４月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

４月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 満年齢

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

俳句会をご紹介します。 内海俳句会

岩森十
と し こ

志子さんの話：昔を思い出したり、歩きながら俳句を考えて、

五・七・五に自然や情景が入るようにしています。

太田信
のぶ

子
こ

さんの話：好きな季節は秋です。旅行の思い出などをもとに、

大きな情景を感じられるような俳句を考えています。

モミジを眺める太田信子さん ( 家串・左 ) と岩森十志子さん ( 柏 )


